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オープンサイエンスの潮流
オープンサイエンス＝オープンアクセス＋オープンデータ

内閣府、第5期科学技術基本計画（2016年1月）

http://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/5honbun.pdf

オープンイノベーション

知の創出、新たな価値 研究プロセスの透明化

オープンサイエンスの推進体制の構築

研究成果の幅広い活用

国 資金配分機関 大学・研究機関 研究者

Ref:JPCOAR研究データTF. 研究データ管理サービスの設計と実践

http://id.nii.ac.jp/1458/00000107/



不正対策
 文部科学省

『研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン』

（2014年8月）

 研究データの保存

 必要な場合のデータ開示義務

 日本学術会議

『科学研究における健全性の向上について』（2015年3月）

 原則、論文発表後10年間の保存期間

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/26/08/__icsFiles/afi

eldfile/2014/08/26/1351568_02_1.pdf

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-23-

k150306.pdf

Ref:JPCOAR研究データTF. 研究データ管理サービスの設計と実践

http://id.nii.ac.jp/1458/00000107/



セキュリティポリシーと研究データの管理

ほぼ全ての研究データは要保護情報＝取扱制限の対象

定めた取扱制限を満足する研究データの管理が必要

情報類型 格付け

個人情報を含むものや、漏洩によるインパク
トの大きい研究資料やデータ

機密性３・完全性２・可用性２

上記以外の非公開研究資料やデータ 機密性２・完全性２・可用性２

リポジトリ等で公開中の研究資料やデータ 機密性１・完全性２・可用性２

他の組織でも公開中の研究資料やデータ 機密性１・完全性２・可用性１

機密性・完全性・可用性がともに１⇒取扱制限を受けない非保護情報

機密性はないが公開を前提としない参考資料で、消失しても再作成又は再入
手が容易で、研究遂行上支障のないような情報

Ref:JPCOAR研究データTF. 研究データ管理サービスの設計と実践_第4章

http://id.nii.ac.jp/1458/00000107/



データの保存主体

 情報・システム研究機構研究活動不正への対応に関する規程

第６条

第３条第２項の研究者は，一定期間研究データを保存し，必要な場合は開示しなけれ
ばならない。

２前項の保存又は開示するべき研究データの具体的内容やその期間，方法，開示する
相手先については，データの性質や研究分野の特性等を踏まえて，最高管理責任者が
別に定める。

 九州大学・研究データの保存等に関するガイドライン

２．研究活動の記録・保存

（５）研究データ等は、それらを生み出した研究者自身が責任をもって保存・管理し
なければならない。なお、転出や退職した後も本ガイドラインで定める期間は適切に
管理しなければならない。

研究者が主体
（だが具体的な手続きや支援体制は不明瞭）



基準の策定

データの信頼性を担保し長期保存していくために

推奨される保存先の認証

メタデータ記述の充実

推奨される保存フォーマットの策定

＋これらの基準を満たしているかどうか、
第三者による検証の体制構築



推奨されるデータリポジトリの認証

https://datascience.nih.gov/Trusted_Digital_Repository

http://www.re3data.org/search?query=&certificates%5B%5D

=WDS



CoreTrustSealとは

 「信頼できるデータリポジトリを認定するための中核的な統一要件」を満たす
リポジトリに対して付与される認証

 2016年11月に、Data Seal of Approval (DSA) とICSU-WDSにより策定された共通
のフレームワーク

 各リポジトリに対して16項目（3要素）の自己評価を実施。

 組織的な基盤（Organizational Infrastructure）

 デジタルオブジェクト管理（Digital Object Management）

 技術（Technology）

 認証により期待できること

 利害関係者からの信頼性向上

 透明性の確保や手続きの改善

Ref: http://current.ndl.go.jp/e1888データの長期的な保全と提供



政策面での動き
内閣府.国際的動向を踏まえたオープンサイエンスの推進に関する検討会（第6回）

http://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/6kai/siryo1.pdf



国内における検討

 研究データ利活用協議会・小委員会（リポジトリ）での議論

 CTS要件の日本語訳

 CTS認証済のリポジトリから、３つの自己評価例を抽出

 DRUM（ミネソタ州立大学の機関リポジトリ）

 Finnish repository（フィンランド社会科学分野の研究データリポジトリ）

 NGDC（英国地球科学データリポジトリ）

 各リポジトリについて、１６項目の自己評価を分析

 分析結果からリポジトリに必要なアイテムを抽出

 リポジトリの品質向上に資するためのガイドライン作り

八塚茂.リポジトリの信頼性を高める為に必要なアイテム (Japan Open Science Summit 

2018)
https://japanlinkcenter.org/rduf/doc/joss2018_c5_03.pdf



メタデータの充実

DCC. “Disciplinary Metadata”.

http://www.dcc.ac.uk/resourc

es/metadata-standards
大向一輝. “CiNii Researchと大学図書館”.

https://www.slideshare.net/ikki.ohmukai/cinii-

research2018618-103285531



ドメインのメタデータ

梅村宜生ほか. ROISデータサイエンス事業
の取り組みにおける図書館員の役割

http://id.nii.ac.jp/1291/00014980/



リンク情報の充実

 識別子（ID）のつながりで表現する

 1つの事物・事柄に1つの識別子（ID）を付与する

 識別子（ID）と識別子（ID）の関係を明確にする

 識別子（ID）をどの単位に付与していくか、がポイント

DB

conference

creator

creator
affiliation

isPartOf

organizer

DB

高橋菜奈子. JPCOARスキーマ説明会資料よ
り



推奨フォーマット

UK Data Service. “Recommended formats”
https://www.ukdataservice.ac.uk/manage-
data/format/recommended-formats

Library of Congress. “Recommended Formats Statement”
http://www.loc.gov/preservation/resources/rfs/TOC.html



データの「査読」

 Data Quality

 フォーマット、データ値の一貫性、精度、粒度、論理値、独立性など

 Metadata Quality

 データ自体に関する記述

 データのフォーマット、物理量、来歴、プロセスの文書化、データ間の関連性
など

 メタデータの再利用性

 発見可能性の確保、スキーマ・統制語彙の活用、有効なリンク、標準化など

 General

 データを活用するコミュニティの存在

 データソースの信頼性

 知的財産権

 有効なURI
Ref: “Citation and Peer Review of Data: 
Moving Towards Formal Data Publication”
http://dx.doi.org/10.2218/ijdc.v6i2.205

査読イメージ図

http://dx.doi.org/10.2218/ijdc.v6i2.205


検証の試み：データジャーナル

 データジャーナルとは

 データそのものを記述する論文（データ論文）を掲載するジャーナル

 原著論文と同じ出版プロセス（査読・審査）

 データから得られる知見の記述は求めない（原著論文との違い）

 「査読」によるデータの品質保証、再利用性の向上

 査読レポートを公開する事例も

http://www.nature.com/sdata/ https://pdr.repo.nii.ac.jp/



まとめ

 データ保存は研究者主体

 保存や公開を支援し、品質向上に資するための様々な取り組みが始
まっている

 取り組みを把握し、上手に使ってもらえると嬉しい

 Next Step

 こういった情報を集約し、相談するためのコミュニティ構築

 各学会との接続


